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平成２５年４月度定例部会（研修会）及び総会 議事録  
日時：平成２５年４月２０日（土）１３：３０～１７：００ 

場所：公益社団法人日本技術士会近畿本部会議室   
出席者：別表１８名  司会進行：副部会長 幹事 増田武司  

 
配布資料：議事進行表、平成 24 年度活動報告、同収支報告書、同業務監査報告書、 

出席者名簿、投票結果表、推薦役員案、経営工学部会会員名簿、CPD 行事参加票、プロジェクトマ

ネージメントフォーラム 2013 ちらし、全国安全衛生大会ちらし、講演会「ＡＳＥＡＮ諸国の一つで

あるベトナムへの視察報告」講演資料及び補助資料 

 
１、 開会挨拶（河内部会長）                         （13：30～13：35） 

 
２、 初参加者紹介：  真野仁孝、戸田裕之、   ２名             （13：35～13：45） 

 
３、 研修会                                 （13：45～15：40） 

講 師：間島勝彦 技術士 (経営工学部門) 日本ユニシス㈱ 
テーマ： 「ＡＳＥＡＮ諸国の一つであるベトナムへの視察報告」 

概 要：長い間の戦争から立ち上がり急速な進展を見せるベトナム。世界への生産国であり、これからは消費

国であるベトナム。～日本人に似ていると言われる「越人」の経済パワー～ 

 中国（チャイナ）プラスワンとして注目されるＡＳＥＡＮ諸国。そのＡＳＥＡＮ１０ケ国の中で、長い戦争

の歴史を持ち、その戦争後の急速な進展をみせているベトナムについて、現地にて見てきた実態と今回の視

察を機会に整理した情報を報告します。併せて、現在、国境問題や過去の歴史問題および生産現場での人件

費問題などから日本と微妙な関係にある中国との関係からも、日本との関係が更に深まると思われるＡＳＥ

ＡＮ諸国についてもメッセージ発信致します。 

新興国ベトナムの実態とＡＳＥＡＮ諸国について下記の項目などを現地での写真などを使用して報告します。 
（１）ベトナムの政治・経済などの概要   （２）ベトナムの実態（インフラなど） 
（３）今回の視察から（ベトナムの持つパワーについて） （４）ＡＳＥＡＮ諸国について 

（５）日本からの進出について       （６）ＡＳＥＡＮ諸国の動向について 

 

本日のご講演では、配布資料のほか多くの写真を交え、視察されてこられた状況を数多くお話しいただきま

した。また、配布された資料には、興味深いデータが数多く含まれていて、ベトナムの「元気」が伝わってく

る講演でした。 

また、質疑応答に於いては、これからの小子国日本の進む方向に対する討議や、業務スピードのあり方、IT

産業の進み方に対してベトナムとの比較を交え、活発な討議が行われました。 
 

――――― 休  憩 （15：40～15：50） ――――― 
４、 総 会                                （15：50～16：15） 

（１）24 年度活動報告 
河内部会長から配布資料に基づき平成 24 年度活動報告 
増田副部会長から会計報告（池田会計幹事の代行） 
新庄監査役幹事から監査報告 
がそれぞれ行われて、出席者のご承認を頂いた。     

（２）25 年度役員改選選挙結果にについて資料に基づき増田副部会長から説明された。 
説明に先立ち、河内部会長から最近のご自身の体調（医師の診断結果も含め）について発言があり、

次期の部会長役と幹事役を辞退したい旨幹事会に申し入れて了承されたとの説明があった。 
上記事情を含め、配布資料「推薦役員案」が説明され、出席者全員の了承を頂いた。 

河内経営工学部部会長は、今後近畿本部長からの委嘱状の変更が出るまで現状を継続して頂き、幹

事各位は提案どうり本総会後には活動を開始して頂く。 
河内部会長が退任された後、幹事が一人減少するので総会の席上希望者を募ったが決まらなかっ

たので、別途幹事会に諮り決定することとした。 
 

５、 部会活動報告（前回以降）                        （16：15～16: 30） 
（１） 2 月度研修会：25 年 2 月 15 日（土）当近畿本部会議室にて。萩野新技術士（経営工学）（東レ㈱

製品安全・品質保証企画室主幹）『分離膜を利用した水処理技術』参加者１６名。 
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（２）近畿本部役員会：3月 12 日（火）18:00～20:30、増田出席。 

「地域組織設置運営規則」による新部会承認：機械システム部会、電気電子部会、繊維部会、衛生工

学部会と新たに４部会が加わり、計 9部会となった（１号部会として経営工学部会が先鞭をつけた）。

他に８研究会あり。 

 

（３）技術士第 1次試験合格者祝賀会：3月 16 日(土）13:00～ OSTEC8 階 部会ﾎﾟｽﾀｰ。坂井・徳永出席 

（４）日本技術士会の動き報告会：3月 25 日、末利副会長から関東・東北中心に 18 県支部誕生と飯野総 

   務部長から「地域組織設置運営規則」の説明があった。⇒近畿本部役員会 4月 12 日にても説明。 

 

（５）内村会長を囲む懇談会：4月 13 日（土）13:00～14:30 近畿本部会議室、河内出席。部会活動報告。 

（６）技術士第２次試験合格者歓迎会：4月 13 日(土）15:00～19:30 OSTEC8 階。河内・増田・坂井出席 

 出席二次合格者（経営工学部門）：大西規生、川口隆雄、鹿谷茂生、杉山敏幸、戸田裕之、藤田生 

宏、真野仁孝、鳥羽浩史、計 8名、（他部門合格者で当部会ブース来場者）大城隆吉・機械、枡 

一憲生・情報、松山賢五・電気電子、（既合格者）中邑卓郎・応用理学・機械・情報、計 12 名 

 

  （７）第 1 回経営工学合同専門部会（24.9.21 全国大会前日開催）の冊子が 50 部出来上がったので、本

日の幹事会で決定した技術士会の関係者に配布し、残余は希望者に有料配布（1冊千円）すること

が報告された。 

 

６、  連絡事項                                   （16：30～16：50） 

（１） 経営工学部会行事予定（原則偶数月第三土曜日、部会 13：30～17：00、幹事会 12：15～13：15） 

①関西ＰＭフォーラム協賛：近畿本部として協賛 5/25 (土)午後、吹田市ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾏｰｸｽ江坂(坂井説明） 

②合同宿泊見学会：6月 7～8日（金～土）行先：スーパーカミオカンデ、白川郷 参加者 27 名満杯 

③25 年 6 月度研修会：6月 15 日 柏原秀明技術士（情報・総技監）「プロジェクト管理技法と応用」 

④25 年 8 月度研修会：8月 10 日（予備日 3日又は 24 日）荒井一彦技術士（経営工学）「テーマ未定」 

⑤25 年 10 月度研修会：10 月 19 日（予備日 26 日）講師：未定 

⑥25 年 12 月度研修会・忘年会：12 月 14 日(土）（予備日：12 月 7 日又は 21 日）講師：未定 

 

（２） 統括本部及び近畿本部行事予定 

① 大阪府中小企業団体中央会から「ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金」技

術審査員募集。⇒補助率：試作開発費・設備費の 2/3 上限 1,000 万円。謝金 4,000 円/１案件。 

② 近畿本部主催特別講演会１：4 月 27 日(土)1 時～5 時 OSTEC８F 中ﾎｰﾙ、「南海トラフ巨大地震と

関西の地震予防を考える」関大教授河田恵昭先生。 

③ 近畿本部役員会：5月 14 日（土）、役員改選、「地域組織設置運営規則」による部会の誕生？ 

④ 日本技術士会総会：6月 18 日（火）東京 

⑤ 平成 25 年度近畿本部年次大会：7月 13 日（土）大阪科学技術センター 

⑥ 平成 25 年度技術士第二次筆記試験：総合・必須 8月 3日（土）総合・選択、総合以外 8月 4日 

⑦ 第 43 回日韓技術士会議（本部行事）：9月 26～29 日、韓国水原市 

⑧ 近畿本部主催特別講演会２：9月下旬又は 26 年 2 月中旬に開催予定：OSTEC８F  

⑨ 第 40 回技術士全国大会（札幌）：10 月 3 日（木）～6日（日）「北の大地から明日の日本を拓く」 

⑩ 第 19 回西日本技術士・研究業積発表年次大会：10 月 25（金）-26 日（土）四国本部・高知市 

⑪ 2013 日中科学技術交流シンポジューム：11 月下旬、京都市 

⑫ 地域産学官と技術士合同セミナー（予定）：26 年 1 月下旬、OSTEC 

⑬ 近畿本部主催講演会２：26 年 2 月中旬 OSTEC８ 

 

７、 自由発言・その他 

坂井幹事から配布資料に基づき「プロジェクトマネージメントフォーラム 2013」の説明があった。      

 増田から CPD に関して、最近の状況の説明があり、多くの技術士が登録されるよう依頼があった。 

 

８、 閉会（増田幹事） 

新しい方の参加と多数の会員のご出席に対し、謝辞があり閉会した。（17：05）               

      以上（文責：増田） 


